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■実施期間　３月１日㈪～７日㈰（７日間）
■重点目標	
①住宅防火対策の推進
②乾燥時および強風時火災発生防止対策の推進
③放火火災防止対策の推進

④特定防火対象物などにおける防火安全対策の徹底
⑤製品火災の発生防止に向けた取組の推進
⑥多数のかたが集合する催しに対する火災予防

指導などの徹底
⑦林野火災予防対策の推進

『その火事を　防ぐあなたに　金メダル』

令和３年 春季全国火災予防運動を実施します
　( 令和２年度全国統一防火標語 )

　児玉郡市広域消防本部では、令和３年春季全国火災予防運動を下記のとおり実施します。

とって付きの認定ごみ袋が発売されます
　４月から、ごみを排出する際の利便性の向上を目的として、平袋型
に加え、新たに『とって付き』の認定ごみ袋が追加されます。
　『とって付き』の認定ごみ袋は、現在お買い求めいただいている店
舗で随時販売される予定です。
※製造業者や販売店によって取り扱い時期が異なります。
※容量は今までのもの（大45ℓ、小30ℓ）と変わりません。

便利な「ごみ分別アプリ」を無料配信中！
　児玉郡市内で２月から配信を開始した「ごみ
分別アプリ」では、検索機能によるごみの分別
方法や出し方の確認、収集日を指定の時間にお
知らせするアラート機能があります。
　無料でご利用できますので、スマートフォン
やタブレット端末をお持ちのかたは、ぜひご利
用ください。

こんな経験ありませんか？

問合せ＝建設水道課　生活環境係　☎76-5134

問合せ＝建設水道課　生活環境係　☎76-5134

■アプリの主な機能紹介
〇ごみ分別辞典……�ごみの分別方法・出し方・注意点などを確認できます。
〇ごみの出し方……ごみの種類ごとに出し方を確認できます。
〇カレンダー………収集日を週ごと・月ごとに確認できます。
〇アラート設定……�収集日を前日や当日の指定した時間にお知らせします。
〇よくある質問……Ｑ＆Ａ形式で、よくお問い合わせいただく質問を確認できます。
◯お知らせ…………町からのお知らせを確認できます。

▼インストールはこちら　シルバー人材センターは、年間をとおして新規会員を募集中です。町内在住
で60歳以上の健康で働く意欲のあるかたをお待ちしています。詳しくは「入会
説明会」にご参加ください。
※日程が合わないなど説明会に出席できないかたは、
　事務局までご連絡ください。

「シルバー人材センター」からのお知らせ　～お友達と一緒に会員になりませんか？～

３月中に新規で入会されたかたは、
令和３年度までの年会費が無料になります。

入会説明会
【日　時】　３月17日㈬　午前10時30分～
【場　所】　美里町遺跡の森館
【問合せ】　美里町シルバー人材センター　☎76-5430

仕事を依頼したい企業や個人のかたへ
～シニア向けの仕事をお受けします～

　高齢者にふさわしい仕事をお受けいたし
ますので、お気軽にご相談ください。
　仕事内容に合った会員をマッチングします。

Android 用

iPhone 用

このごみは燃えるごみ？

燃えないごみ？

このごみを出すときの
注意点はなんだろう？

ごみを出し忘れた！

住宅用火災警報器はすべての住宅で
設置が義務付けられています

　全国では、住宅
火災により、昨年
約900人の方々の尊
い命が犠牲となっ
ており、このうち
の約５割が「逃げ遅れ」によるもので、特に
就寝時間帯に多く発生しています。
　「住宅用火災警報器」は、早期に火災を感
知し、「逃げ遅れ」の犠牲者を防ぎ、被害を最
小限にすることを目的としています。
　日頃のお手入れや点検方
法・電池交換などの詳しい情
報は、ホームページをご覧く
ださい。

問合せ＝児玉郡市広域消防本部　予防課　☎24-8392

★住宅防火 いのちを守る ７つのポイント
－３つの習慣・４つの対策－

３つの習慣
1寝たばこは、絶対やめる。
2ストーブは、燃えやすいものから離れた位置
で使用する。
3ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず
火を消す。

４つの対策
1逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を
設置する。
2寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐ
ために、防炎品を使用する。
3火災を小さいうちに消すために、住宅用消火
器などを設置する。
4お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣
近所の協力体制をつくる。


